
 

＜別紙＞ 情報提供様式  

 

①事例名 

授業時数の点検と授業時数の調節・会議の精選 

②学校名 

日野町立西大路小学校                     連絡先 0748-52-2558 

③取組分野（複数選択可） 

☑教員業務支援員（ｽｸｰﾙ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｽﾀｯﾌ）の効果的な活用事例 

☑教育課程等 （授業時数の点検、日課表の見直し、カリキュラム、教科担任制、行事の精選等） に関する取組 

☑外部人材の活用 （スクールロイヤー・民間人材の活用等、コミュニティ・スクール、地域学校協働本部、地域ボランティア等含む） に関する取組 

④直面していた課題（取組前の様子） 

・放課後に会議がほぼ毎週入るような状況であり、教材研究等を、退勤時間を過ぎてから取り組むことが常態化していた。 

・月の時間外勤務が80時間超の教員が、毎月１～２名いる状況だった。 

⑤在校等時間の縮減に向けた具体の取組内容 ⑥参考となる写真や資料を添付 

・教員業務支援員（ｽｸｰﾙ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｽﾀｯﾌ）の効果的な活用 

保護者向けの文書や教材の印刷・帳合・枚数確認をしてもらった。そのこと 

により担任は放課後の時間を教材研究等に活用した。 

・授業時数の縮減 

１年間の超過している時数を調べ、学期始・終、成績処理の時期に、全校 

４校時・５校時で下校する日を定める。また、委員会・クラブの設定されて 

いない金曜日を全校５校時にして、放課後の時間を確保した。 

・会議の精選 

職員会議で協議する案件、打合せ等で連絡する案件をより分けて職員会議 

の協議内容を絞るとともに、学期末月の職員会議の案件を前倒しして前月 

に行うなどの精選をした。生み出された放課後の時間には、別の会議を 

入れないようにした。 
 

 取組のポイント 

・原稿、印刷枚数、帳合の順番、それぞれの必要枚数、期日をしっかりと共有、 

 伝達しておく。 

・授業時間を減らし、放課後を空ける時期をいつにするといいのかを、 

教務主任とも協議しながら日を設定した。 

・保護者には前もって早く帰る日の下校時間の変更をお知らせし、児童の 

下校後の安全に配慮した。 

・会議案件のより分けだけでなく、協議内容の提案方法も要点を絞り、短い 

時間で効率よく会議ができるように配慮した。 

 

 

⑦取組の成果 

・担任が授業をしている時間帯に作業をしてもらえるので、授業に必要な 

プリントをすぐに印刷してもらうことが可能であり、業務時間の短縮に 

つながった。 

・１２月は、学習のまとめや成績評価をする時期であるが、月の時間外勤務 

が80時間超の教員は１人もいなかった。 
 

成果のポイント 

・成績評価が一番忙しくなるであろう時期に、６時間授業のある日を３日間、 

５校時全校下校にした。放課後に会議を入れなかったので、成績処理に 

専念できた。 


